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内外株式に大規模な資金流入 

2017年 12月の国内公募追加型投信（ETFを除く）の推計資金流出入を見ると、内外 REIT以外は概

ね資金流入傾向であった【図表１】。その中でも、特に内外株式へ大規模な資金流入していた。外国株

式への資金流入は 4,000億円を超え、国内株式への流入も 2,000億円に迫った。その一方で、外国 REIT

は純資産が大きい毎月分配型ファンドの解約が膨らんだため、外国 REIT全体で 2,000億円近い資金流

出となった。 
 

外国株式の大規模資金流入は、新設ファンドの影響が大きかったようだ。主に新興国株式に投資し

ている 12月 11日設定の「新興国ハイクオリティ成長株式ファンド」が 1,500億円近くの資金を集め

ていた【図表２】。新設ファンドだけでなく、AI やロボットといったテクノロジー系のテーマ型の外

国株式株ファンドへの資金流入も引き続き目立った。 
 

【図表１】 2017 年 12 月の国内公募追加型投信の推計資金流出入 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者集計。各資産クラスはイボットソン分類を用いてファンドを分類。 

▲ 3,000億円

▲ 2,000億円

▲ 1,000億円

0億円

1,000億円

2,000億円

3,000億円

4,000億円

5,000億円

資
金

流
出

←
→

資
金

流
入

2018-01-10 

研究員 

の眼 

国内中小型株のアクティブ・ファンドが好調 
～2017 年 12 月の投信動向～ 
 

 

 

 

 

 

 

金融研究部 研究員 前山 裕亮 

(03)3512-1785  ymaeyama@nli-research.co.jp 

ニッセイ基礎研究所 



2｜               ｜研究員の眼 2018-01-10｜Copyright ©2018 NLI Research Institute All rights reserved 

 

【図表２】 2017 年 12 月の推計純流入ランキング 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。ETF、SMA 専用ファンドは除く 
 

【図表３】 2017 年の純流入ランキング 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。ETF、SMA 専用ファンドは除く。1 月から 11 月は実績値、12 月のみ推計値を使用。 
 

テーマ型の 2ファンド「ロボット・テクノロジー関連株ファンド -ロボテック-」と「グローバル・

ロボティクス株式ファンド(年 2 回決算型)」は、12 月だけでなく 2017 年通じて見ても人気が高かっ

たことが分かる【図表２、３/赤字】。この 2ファンドはともに 2015年の設定であるが、新設ファンド

でもないのに 2017年 1年間で 2,000億円近い資金を新たに集めていた。まさにロボットなどのテーマ

は、2017 年を代表する投資テーマだったといえよう。IoT や AI、ロボット自体は 2017 年に身近にな

ったというより、これから社会に浸透していくことが期待されているテクノロジーである。それゆえ

に、息の長い投資テーマとなるだろう。 
 

低リスクのバランス型ファンドも人気 

また内外株式ほどではなかったものの、12月のバランス型への資金流入も1,500億円に迫っており、

人気であった。バランス型の中では低リスク運用しているファンド、債券中心に運用しているファン

ドやリスクを一定以内に収めるようにコントロールしているファンドが特に人気であった。「SMBC・ア

ムンディ プロテクト&スイッチファンド」はリスクをコントロールしているファンドの代表格で、2017

年 7月の設定以来、毎月 200億円以上の資金を集め、流入金額は約半年で 1,800億円以上に達した。 
 

低リスクのファンドが投資家の資金を集めている背景には、預金や国内債券などの運用難がある。

日銀がマイナス金利政策を実施してから 1年以上経ち、普通預金はおろか定期預金や個人向け国債、

国内債券ファンドでも厳しい運用環境が続いている。そのため、株式などと比べて元本割れするリス

クが小さいファンドのニーズが、預金代替や国内債券代替として高まっていると考えられる。2017年

に最も資金流入が大きかった「野村 PIMCO・世界インカム戦略ファンド Aコース(為替ヘッジあり 年

2回決算)」も預金代替や国内債券代替として投資家に受け入れられていた可能性が高い。現行の金融

政策が続く限り、預金代替や国内債券代替となるファンドのニーズも続くであろう。 

ファンド名 運用会社
12月の推計

純流入
純資産

12月末時点
1位 新興国ハイクオリティ成長株式ファンド アセットマネジメントOne 1,444 億円 1,468 億円

2位 ひふみプラス レオス･キャピタルワークス 533 億円 4,532 億円

3位 ダイワ/ミレーアセット・インド株式ファンド -インドの匠- 大和証券投資信託委託 461 億円 465 億円

4位 野村PIMCO・世界インカム戦略ファンド Aコース(為替ヘッジあり 年2回決算) 野村アセットマネジメント 341 億円 3,280 億円

5位 グローバル・ロボティクス株式ファンド(年2回決算型) 日興アセットマネジメント 329 億円 3,736 億円

6位 JPMザ・ジャパン(年4回決算型) JPモルガン･アセット･マネジメント 311 億円 563 億円

7位 ロボット・テクノロジー関連株ファンド -ロボテック- 大和証券投資信託委託 308 億円 3,409 億円

8位 SMBC・アムンディ プロテクト&スイッチファンド アムンディ･ジャパン 269 億円 1,884 億円

9位 グローバル・ロボティクス株式ファンド(1年決算型) 日興アセットマネジメント 228 億円 4,882 億円

10位 グローバル・フィンテック株式ファンド 日興アセットマネジメント 189 億円 1,796 億円

ファンド名 運用会社
2017年
純流入

純資産
12月末時点

1位 野村PIMCO・世界インカム戦略ファンド Aコース(為替ヘッジあり 年2回決算) 野村アセットマネジメント 2,962 億円 3,280 億円

2位 ひふみプラス レオス･キャピタルワークス 2,814 億円 4,532 億円

3位 野村インド株投資 野村アセットマネジメント 2,730 億円 5,762 億円

4位 LM・オーストラリア高配当株ファンド(毎月分配型) レッグ･メイソン･アセット･マネジメント 2,488 億円 5,168 億円

5位 ロボット・テクノロジー関連株ファンド -ロボテック- 大和証券投資信託委託 1,960 億円 3,409 億円

6位 グローバル・ロボティクス株式ファンド(年2回決算型) 日興アセットマネジメント 1,878 億円 3,736 億円

7位 SMBC・アムンディ プロテクト&スイッチファンド アムンディ･ジャパン 1,877 億円 1,884 億円

8位 GSグローバル・ビッグデータ投資戦略 Bコース(為替ヘッジなし) ゴールドマン･サックス･アセット･マネジメント 1,766 億円 2,084 億円

9位 グローバル・ハイクオリティ成長株式ファンド(為替ヘッジなし) アセットマネジメントOne 1,565 億円 2,376 億円

10位 ニッセイ豪州ハイ・インカム株式ファンド(毎月決算型) ニッセイアセットマネジメント 1,552 億円 1,844 億円
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好調な国内中小型株アクティブ･ファンドの人気が続くのでは 

12月にパフォーマンスが良好であったファンドを見ると、南アフリカ・ランドの通貨選択型のファ

ンドが好調であった【図表４】。11月末時点で 1南アフリカ・ランド 8.2円だったのが 12月末 9.1円

と 11％程度対円で上昇したためである。南アフリカでは 12 月に財政赤字縮小や汚職一掃に積極的な

改革派が与党トップに選出され、汚職問題を抱える現大統領の早期退陣期待が高まったことを好感し、

通貨高が大きく進んだ。また、トルコ株ファンドも好調であった。トルコでは、11月に対米関係の悪

化懸念などから通貨安、株安が進んでいた。12月は投資家のリスク選好が強まり世界的に株高となる

中で、トルコ・リラ、トルコ株ともに急反発したため、トルコ株式ファンドはその恩恵を受けた。 
 

加えて、国内中小型株のアクティブ・ファンドも引き続き好調なファンドが多かった。12月に特に

好調であった国内中小型株のアクティブ・ファンドの 4ファンドについては、2017年通じて高パフォ

ーマンスであった【図表４、５/赤字】。2017年の高パフォーマンスであった 4ファンド以外のファン

ドを見ても、中国株（特に A株）ファンド以外は全て国内中小型株のアクティブ・ファンドとなって

いた。1 年を通じて好調だった国内中小型株のアクティブ・ファンドが多かったことが分かる。その

一方で、2017年は「つみたて NISA」の対象商品から多くのアクティブ・ファンドが外れる方針が金融

庁から打ち出された。ゆえに、アクティブ・ファンドへ冷ややかな目が向けられることがあったが、

結果的にはアクティブ・ファンドの投資意義を再認識させられる年になったと考えている。 
 

なお、国内中小型株のアクティブ・ファンドはパフォーマンスだけでなく、投資家の人気も 11月に

続き 12月も高かった。12月の国内株式への約 1,800億円の資金流入のうち、1,200億円以上が中小型

株のアクティブ・ファンドへの資金流入であった。2018 年は 2017 年のように高パフォーマンスを上

げられるかは分からないが、2017年の高パフォーマンスに投資家が注目しているのであれば、国内中

小型株のアクティブ・ファンド人気も当面続くかもしれない。 
 

【図表４】 2017 年 12 月の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。2017 年 12 月末残高 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング。 
 

【図表５】 2017 年の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料）Morningstar Direct を用いて筆者作成。2017 年 12 月末残高 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング。 

ファンド名 運用会社
12月の
収益率

過去1年
収益率

純資産
12月末時点

1位 資源ファンド(株式と通貨)南アフリカランド・コース 日興アセットマネジメント 19.5 % 18.4 % 70 億円

2位 小型株ファンド 明治安田アセットマネジメント 17.0 % 96.2 % 195 億円

3位 日興グローイング・ベンチャーファンド 日興アセットマネジメント 16.7 % 95.9 % 191 億円

4位 トルコ株式オープン 損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント 16.5 % 32.8 % 54 億円

5位 ライジング・トルコ株式ファンド 損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント 16.1 % 28.3 % 32 億円

6位 SBI小型成長株ファンド ジェイクール SBIアセットマネジメント 16.1 % 93.6 % 141 億円

7位 オーロラⅡ(トルコ投資ファンド) 野村アセットマネジメント 15.0 % 27.3 % 46 億円

8位 SBI日本小型成長株選抜ファンド SBIアセットマネジメント 13.3 % 66.0 % 45 億円

9位 DWS 欧州ハイ・イールド債券ファンド(南アフリカランドコース)(毎月分配型) ドイチェ･アセット･マネジメント 12.4 % 22.8 % 13 億円

10位 USバイオ・ベンチャー(限定追加型) ベイビュー･ アセット･ マネジメント 12.3 % --- 69 億円

ファンド名 運用会社
2017年
収益率

純資産
12月末時点

1位 JPMジャパン・テクノロジー・ファンド JPモルガン･アセット･マネジメント 105.7 % 35 億円

2位 小型株ファンド 明治安田アセットマネジメント 96.2 % 195 億円

3位 日興グローイング・ベンチャーファンド 日興アセットマネジメント 95.9 % 191 億円

4位 SBI小型成長株ファンド ジェイクール SBIアセットマネジメント 93.6 % 141 億円

5位 女性活躍応援ファンド 大和証券投資信託委託 73.2 % 144 億円

6位 日興UBS中国A株ファンド UBSアセット･マネジメント 70.6 % 70 億円

7位 ダイワ新興企業株ファンド 大和証券投資信託委託 67.6 % 70 億円

8位 SBI日本小型成長株選抜ファンド SBIアセットマネジメント 66.0 % 45 億円

9位 UBS中国株式ファンド UBSアセット･マネジメント 65.8 % 148 億円

10位 MHAM新興成長株オープン アセットマネジメントOne 62.5 % 219 億円
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（ご注意）当資料のデータは信頼ある情報源から入手、加工したものですが、その正確性と完全性を保証するものではあり 

ません。当資料の内容について、将来見解を変更することもあります。当資料は情報提供が目的であり、投資 

信託の勧誘するものではありません。 


